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同   L   税 2言十課

o正 ラ  色 局 直支

正 ラ  長
/ o X直静「

またつ` き    0じ ヌDう3年 度 よ う1進飼三実現Z中 の第汚らテ春則[1設防,良'足のテ トラポ い′ド′こぶる1僣

ラ板I平 は,4■ 起44 - `に そ のオ ~報 を報 管 したが ,′)回 |さ既桜 テ トうボ …′ドのそ のイ麦のを

通 につ し`て報 参 し,防 痕堤 附血冽ル尼の変イしのため に設計 笈 高 の変 更 が`y辱 にら` った平1容を

報 告 す る。

既設 テ トラ ボ ッ トの月t肛  本 互

半 |さ0じ床Dろう軍 麓 に防 ラ虚堤 の棒 岸91

か ら方セ互 をステヽ`延 僚力句looo M の 直

日 ,7 E付 部 か ら中央部 につ` 子すて

8う。。個 の 4Tテ トラ ポ ッ ドを握1す

`Tた。次 しヽてう4年 度 に Iす同元付 都

r■4Tテ トラ ボ ′ヽド灼 38●o個 , 防

ラ虚堤 中 央部 に 8Tテ トラ ボ ‐ノド

85 4個 を据 付 け,更 に 防笈堤 た端 の補 強 の々め 図 -1の 性F面 の 12 5 T・8 Tテ トラ ボ ッ ト奏 々

1{ろ イロ, Zにろ1□に よる'害立L互 理曇をイテった。 飩zIイ麦家1回 の0キイLを ,こたノ)Dの み́15の X丈赳員ゼ/さ

う3年 に栃中日すた 元年 椰 の 4Tテ トう 絆 ッ トf` 2回 の各鶏 ラ虚力 に しまれ て彩 勧 のあ と 0す簸げ

しく仝 捜 に 夭端 品 の北 下 が訛 め ら仁 る。 さ の寵 下 け碁礎 部 の't固 でな に`耐程 イ の経 度 り`あ

tし` 。 ヌ 元伺「つ` ら中央都 につ` け ては nt闘わの浙■費す る ιのぅ f団体 の摩雑 ネも,いす る るの ′ひ堤

本体 に月p瞭 が唸 し、込 tし の が薇 見 され る。 全 の部 分 は米 深 が考 力曰t■ 為 に砕 叢 ρ`糠 警 し)k

前 よ り ιラ虚高 の考 夫 バ弟 ししヽ郡 金 で ある。 ヌ さの 匹 10 1の胚 岸 ケ うに較 べて テ トうボ ッ ト断

面 が冽シ| でヽあ る さと じ影 響 Lて

し` ろ ιの ヽよ う て
¨
ある。う4庫 産

方セ互 の 8T〒 トラボ ′゙卜 rさ脚諫

の旅 隷 な と に童 〈天休 ,6ほ 成ヽ

果 を 与 え て い る べ , 多 少 ´動 絶

のわ とい記 め らに る。 pち波堤 た

頭 部 に巻 主 てた 12 5 T , 8 Tテ ト

ラボ ッド|さ/)年 770めに '',rt数

次 の時イヒrtょ り大 き く主力かされ

可 民 りの前 静 を受 l■た。 さ れ い

堤 頑都 1。
M日

にな itて 握付 イヤ

た為 にテ トラ 計 ッ トの支 え とな

ろ アバ 、ッ トメ ン トが無 て,天 端,

あ ラ虚 堤 お 残 瓦 幸 写 薫 綿尺 1/5 o蔵望
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テ トラポ ぃ′ドの強度 1□々のテ トラlf,ノド てつ ｀`てい

1易涯反 を調 べた。 4Tァ トラポ_/ドは11場の差 度 が最 ご

づ改し て用コの'ぼフトリヽら力↑にろ ιり, 71帝3つ` 実|する Y め ,く多

く足うれた。 アコ ンクリート昴つのき くらヽ しヽテ トラボ フ

トにォD2の 摩 さつや秒彦どの街実によリカ しく摩種 してし`

る。 さ/t等の疋貶 とそ^個 範 にフ uて 調査 してヽヽろ″

4Tテ トラポⅢノドの1●傷】丈ラ足

意   調 計 及 商
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